



















2012年 9月に行った出張授業は 50分授業 2回を一
日で行い、その翌日に 50分授業を 3回行い、またそ












































































弧度法を説明した。続いて、中心が (1, 2)で半径 1の
円の座標表示を問いかけてみた。単位円を平行移動
すればよいので、平行移動について、指名して聞いて
















放物線 C と直線mが一点 P で交わるとき、P を
接点、mを P における接線ということを説明した。

































































もらった。2辺のなす角が θで、1周分の 2piで 4pir2
なので、4pir2 × θ2pi = 2r2θとなることを説明した。
平面上の三角形の面積の求め方を指名して聞いてみ
た。底辺×高さ÷ 2が出た。2辺の長さ a, bがわかっ
ていて、その間の角を θとすると、面積 S は、どう





定理 3.1. ([1]) 半径 rの球面上の三角形ABCの内
角を A,B,C とするとき、三角形 ABC の面積 Sは、
S = r2(A+B + C − pi)となる。
証明. 三角形の辺を含む大円を球面上に描いて、球
の中心について A,B,C の対称点を A’, B’, C’をと
ると、三角形A’B’C’は三角形ABCと合同である。
三角形 ABC の内角 A,B,C をもつ二角形の面積を
SA, SB , SC とする。2SAは、角 Aの 2辺を含む大円




のことから、4S + 4pir2 = 2(SA + SB + SC) とな
る。二角形の辺のなす角が θ のとき、二角形の面積
は 2r2θ であるから、右辺は、4r2(A + B + C)とな
り、4S + 4pir2 = 4r2(A + B + C)である。よって、



























定理 3.3 (オイラーの定理2). 穴の数が g個の多
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